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研究成果の概要（和文）：本研究では，市販の酸性食品や洗口剤など酸蝕因子がウシエナメル質の衝突摩耗性に及ぼす
影響を明らかにすることを目的として検討した．その結果，酸蝕因子の組成および溶液のpHによって衝突摩耗量が異な
ることが示された．また、凝着磨耗および摩擦化学的摩耗などの機序の異なったwearが衝突摩耗性のtooth wearに関与
していることが示唆された．Tooth wearの程度および表面かたさ(KHN) は，介在した関連物質のpHおよび組成の影響を
受けたことから，臨床においてこれらの酸性飲料水やマウスリンスなどの摂取は十分に留意するべきであることが示さ
れた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the influence of several different acidic
 solutions and various mouthrinses on impacting-sliding characteristics of bovine enamel. These results im
plied that the impacting-sliding enamel wear differed according to chemical components and pH of the mater
ial used. It was also suggested that various wear mechanisms such as adhesive wear and toribochemical wear
 were involved in the impacting-sliding enamel wear.
The wear loss and surface hardness number of enamel after impacting-sliding wear test were differed among 
the materials used, depending on their chemical components and pH concentration. The frequency of acidic d
rinks and mouthrinses and how they are consumed may be important in clinically management.
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１．研究開始当初の背景 
ヒトの生理的咬耗に比較して，Tooth wear

という病的な状況下での wear 量はさらに大

きくなることが推測され懸念されている。し

かし，Tooth wear発症機序を含めた相互影響

についての基礎的研究は少なく，世界的にも

その検討が待たれているのが現状である． 

そこで，Tooth wearの原因とされる摩耗，

咬耗，酸蝕の相互作用に関する基礎的データ

の収集が急務であると考え研究を開始する

こととした。各因子の相互作用が wear 量に

及ぼす影響を明確に捉える事から，Tooth 

wear に及ぼす機械的因子と化学的因子との

同時効果や相互効果，さらには進行を抑制す

る効果を評価することから， Tooth wearの

予防法を解明する研究を行うに至った． 

 
２．研究の目的 
本研究では，咬合応力を軸に化学因子および

予防因子を組合せた in vitro 実験を展開し

Tooth wear の発症機序および効果的な予防

法を解明することを目的としている． 
 
３．研究の方法 
溶液に浸漬した試片に，ステンレスアンタ

ゴニストを用いて荷重 25N を負荷し衝突摩

耗（ISW）量の測定，摩耗部の三次元レーザ

ー顕微鏡および SEM 観察，さらにエナメル

表面のヌープ硬さ測定を行うことによって

衝突摩耗挙動を評価した． 

 

４．研究成果 

（１）咬合因子と酸蝕因子がエナメル質の

tooth wearに及ぼす影響についての成績を表

2に示した．その結果，酸蝕因子および酸蝕

予防因子中に浸漬したエナメル質の wear挙

動の衝突摩耗量および表面粗さは，介在する

物質の種類によって異なることが明らかに

なった．すなわち，介在した化学物質の pH

および組成の影響を受けたことから，酸蝕リ

スクの高い飲食物を摂取した後のリスク低

減に十分に留意するとともに，予防法を確立

することが必要であることが示された． 

（２）酸蝕を生じさせる因子としての清涼

飲料水の酸味料としてよくも用いられてい

るリン酸の濃度を pH3,5および 7と規定した

酸性溶液がエナメル質の衝突滑走摩耗に及

ぼす影響について検討した．溶液に浸漬前後

の ISW量および最大摩耗深さの変化は，溶液

の pHおよび滑走回数に影響を受けるととも

に，pHと滑走回数の間には交互作用が認め

られた．エナメル質の衝突滑走摩耗性は，環

境 pHの影響を大きく受けることが判明する

とともに，tooth wearを生じる機序は pHによ

って異なることが示唆された． 

（３）酸蝕の防止に有効と考えられる洗口

剤を溶液条件としエナメル質の衝突摩耗に

及ぼす影響について検討した． 

その結果，ISW量は，衝突摩耗 100回負荷

後で 7.5～24.3×104μm3であり， 500 回負

荷後の ISW量は 11.8～80.9×104μm3， そし

て 1,000回負荷後は 16.5～137.8×104μm3で

あった．2種の酸性洗口剤（LRおよび LZ）

の ISW 量はその他の洗口剤に比べ有意に高

かった（p<0.05）．また，LRおよび LZでは，

その他の溶液に比べてヌープ硬さの低下が

認められた．これらの成績から，マウスリン

スの組成および溶液の pH によって衝突摩耗

量が異なることが示された．また、凝着磨耗

および摩擦化学的摩耗などの機序の異なっ

たwearが衝突摩耗性の tooth wearに関与して

いることが示唆された． 

（４）各種溶液に浸漬したエナメル質にナ

ノ被膜を塗布し咬合運動をシミュレートし

た衝突摩耗応力を負荷する試験を行い，wear

量の測定および表面性状から予防効果につ

いての成績を検討した。その結果，ナノシー

ル塗布は，ナノシール被膜による耐酸効果が

摩耗性を減少する効果を発揮した。しかし摩

耗回数の増加に伴って予防する効果の減少

が認められた． 
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